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用語のご説明

ページ 用　語 解　説

P20

信用リスク・アセット 信用リスクを有する資産を、リスクの大きさに応じて一定の掛け目を乗じて、再評価した資産金額
をいいます。

エクスポージャー
リスクにさらされている資産（派生商品取引によるものを除く）やオフ・バランス取引及び派生商
品取引の与信相当額をいいます。具体的には、貸出金、外国為替取引、デリバティブ取引などの与
信取引と有価証券などの投資資産が該当します。

P21

標準的手法 資産項目について、外部格付のリスク・ウェイトを使用してリスク・アセットを算出する方法をい
います。

リスク・ウェイト 保有資産のリスクの大きさに応じた掛け目のことで、自己資本比率規制でリスク・アセットを算出
する際に、保有資産ごとに分類して用います。

基礎的手法 金融機関全体の粗利益に15％を乗じた額の過去3年間の平均値をオペレーショナル・リスク相当額
とする手法をいいます。

P22

適格格付機関 金融機関がリスクを算出するに当たって、使用できる格付を付与する格付機関をいいます。金融庁
は、告示により適格格付機関を定めています。

適格金融資産担保 信用リスク削減手法の適用により信用リスクを削減できる項目の一つであり、具体的には、現金、
自金庫預金、国債などが該当します。

P23 CVAリスク デリバティブ取引の相手方（カウンターパーティ）の信用力が変動するリスクをいいます。

P25

クレジット・デリバティ
ブ

貸付債権や社債の信用リスクをスワップやオプションの形式で売買する取引で、個別に相対ベース
で取引条件を決める店頭取引をいいます。

ポートフォリオ 現金、預金、株式、債券など保有している金融資産の組み合わせを指します。安定した経営を継続
するために、市場動向を踏まえ適正に組み換えています。

簡便手法 エクスポージャーの額のうち信用リスク削減手法の適用されている部分について、取引相手（与信
先）のリスク・ウェイトではなく、担保となる資産のリスク・ウェイトを適用することをいいます。

長期決済期間取引
有価証券等の取引においてその対価の受渡し又は決済を行う取引（派生商品に該当するものを除
く）で、受渡し又は決済の期日までの期間が5営業日又は市場慣習による期間を超える取引をいい
ます。

カレント・
エクスポージャー方式

派生商品取引の取引先の倒産時における損失予想額を算出する方式をいいます。契約時から現在ま
でのマーケット変動等を考慮して、現在と同等のデリバティブ契約を再度構築するために必要なコ
スト金額と、そのコスト金額の将来変動見込額を合算したものを損失予想額としています。

P27

金利ショック 金利の変化（変動）のことで、上下100BP（ベーシス・ポイント：1BPは0.01％）の平行移動や1
パーセンタイル値又は99パーセンタイル値といった算出方法があります。

VaR（バリュー・アット・
リスク）

将来の特定の期間内に、ある一定の確率の範囲内で、ポートフォリオの現在価値がどの程度まで損
失を被るかを、過去のある一定期間ごとのデータをもとに、理論的に算出された値をいいます。

⊿ＥＶＥ 金利ショックに対する経済的価値（EVE：Economic Value of Equity）の減少額

⊿ＮＩＩ 金利ショックに対する算定基準日から12ヶ月を経過する日までの金利収益（NII:Net Interest 
Income）の減少額。

コア預金 明確な金利改定間隔がなく、預金者の要求によって随時払い出される預金のうち、引き出されるこ
となく金融機関に長期間とどまる預金のことをいいます。
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